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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成28年6月30日(2016.6.30)

【公開番号】特開2014-166301(P2014-166301A)
【公開日】平成26年9月11日(2014.9.11)
【年通号数】公開・登録公報2014-049
【出願番号】特願2013-109088(P2013-109088)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３０１Ｃ
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３３７　

【手続補正書】
【提出日】平成28年5月16日(2016.5.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
  挿入された記憶媒体に記憶された残高情報が示す金額、或いは、投入された金額の範囲
内で、球貸しを行うための貸出金額の設定を受け付けるカードユニットから、該貸出金額
に対応する球貸し情報を取得すると、該球貸し情報に応じた持球数を示す持球情報、或い
は、その時点の持球数と該球貸し情報に応じた持球数とを合算した持球数を示す前記持球
情報を記憶すると共に、遊技終了操作に従って、その時点における前記持球情報を前記カ
ードユニットに出力する入出力手段と、
  封入された遊技球の発射に従って前記持球情報が示す持球数を減算すると共に、発射さ
れた遊技球の入賞に応じて前記持球情報が示す持球数を加算する更新手段と、
 所定の入賞口への入賞に起因して抽出された乱数に基づき当否判定を行い、当りの場合
には、遊技者に有利な特別遊技を行う特別遊技実行手段と、
  前記特別遊技の終了後に、前記遊技終了操作がなされていなくても、前記カードユニッ
トに対し前記持球情報を出力すると共に、強制的に遊技を終了させる強制終了手段と、
  前記強制終了手段による遊技終了後に、前記入出力手段が前記カードユニットから前記
球貸し情報を取得すると、遊技を再開可能な状態とする遊技再開手段と、
  を備えることを特徴とする封入式遊技機。
【請求項２】
  請求項１に記載の封入式遊技機において、
  前記当否判定の結果を報知するための図柄変動を行う演出手段をさらに備え、
  前記強制終了手段は、当りとなった前記当否判定の結果を報知するための前記図柄変動
で停止表示された図柄が、予め定められた図柄である終了図柄である場合には、該当りに
より行われる前記特別遊技の終了後に、前記遊技終了操作がなされていなくても、前記カ
ードユニットに対し前記持球情報を出力すると共に、強制的に遊技を終了させること、
  を特徴とする封入式遊技機。
【請求項３】
  請求項２に記載の封入式遊技機において、
  操作部を介して受け付けた操作に応じて、前記終了図柄となる図柄の設定を行う設定手
段をさらに備えること、
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  を特徴とする封入式遊技機。
【請求項４】
  請求項３に記載の封入式遊技機において、
  前記設定手段は、前記操作部を介して遊技者から受け付けた操作に応じて、前記終了図
柄となる図柄の設定を行うこと、
  を特徴とする封入式遊技機。
【請求項５】
  請求項２から請求項４のうちのいずれか１項に記載の封入式遊技機において、
  前記強制終了手段は、当りとなった前記当否判定の結果を報知するための前記図柄変動
で前記終了図柄が停止された場合には、前記特別遊技の終了後、遊技者に有利な状態が終
了した後に、前記カードユニットに対し前記持球情報を出力すると共に、強制的に遊技を
終了させること、
  を特徴とする封入式遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　上記課題に鑑みてなされた請求項１に係る発明は、挿入された記憶媒体に記憶された残
高情報が示す金額、或いは、投入された金額の範囲内で、球貸しを行うための貸出金額の
設定を受け付けるカードユニットから、該貸出金額に対応する球貸し情報を取得すると、
該球貸し情報に応じた持球数を示す持球情報、或いは、その時点の持球数と該球貸し情報
に応じた持球数とを合算した持球数を示す持球情報を記憶すると共に、遊技終了操作に従
って、その時点における持球情報をカードユニットに出力する入出力手段と、封入された
遊技球の発射に従って持球情報が示す持球数を減算すると共に、発射された遊技球の入賞
に応じて持球情報が示す持球数を加算する更新手段と、所定の入賞口への入賞に起因して
抽出された乱数に基づき当否判定を行い、当りの場合には、遊技者に有利な特別遊技を行
う特別遊技実行手段と、特別遊技の終了後に、遊技終了操作がなされていなくても、カー
ドユニットに対し持球情報を出力すると共に、強制的に遊技を終了させる強制終了手段と
、強制終了手段による遊技終了後に、入出力手段がカードユニットから球貸し情報を取得
すると、遊技を再開可能な状態とする遊技再開手段と、を備えることを特徴とする封入式
遊技機に関するものである。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　したがって、パチンコ店の店員に手間をかけること無く、弾球遊技機を打ち止めとする
と共に、打ち止めの解除を行うことができる。
  また、請求項３に記載されているように、封入式遊技機は、操作部を介して受け付けた
操作に応じて、終了図柄となる図柄の設定を行う設定手段をさらに備えても良い。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
  こうすることにより、パチンコ店の経営方針等に応じてラッキーナンバー等を柔軟に変
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更することができる。
  また、請求項４に記載されているように、設定手段は、操作部を介して遊技者から受け
付けた操作に応じて、終了図柄となる図柄の設定を行っても良い。
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